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GIS(Geographic Information System)
地理情報システムのことです



空間情報・地理情報って？
コンピュータ上であつかう空間と関連
した情報（実体は画像 or 座標列と関
連情報）



空間情報系オープンソース
FOSS4G（Free and Open Source Software for Geospatial )

たくさんあります おおまかな分類

 WEB Mapping 用システム

デスクトップGIS
空間情報用ライブラリ

 メタデータカタログ



WEB Mapping
インターネットで地図配信をする仕組み



Desktop Applications
デスクトップコンピュータ上で

空間データを扱うためのプログラム



Libraries
空間情報系プログラム作成⽤の部品



Metadata Catalog
空間データを検索する仕組み



FOSS4Gの世界的コミュニティ
OSGeo 財団

 The OpenSource Geospatial Foundation
各種FOSS4Gコミュニティが集まるコ
ミュニティのコミュニティ

 2006年創立 日本支部も2006年
毎年秋にカンファレンス開催

今年は9月にデンバー

 http://www.osgeo.org/



OSGeo財団日本支部

日本のFOSS4Gコミュニティ

 2006年創立

毎年東京、大阪でカンファレンス開催

 2010年 IPA OSS奨励賞

http://www.osgeo.jp/



3.11に東北・関東でものすごい地震
がおきました



被災された皆様にお見舞い
申し上げます



関東圏でも様々な被害がありました

職場 埼玉県川越市

自宅 東京都立川市

通勤経路 約３０ｋｍ
中央線
西武国分寺線
西武新宿線
電車で合計約1時間



3月11日 震災当日

夕方から都内で開かれる
勉強会に参加して
夜はお酒を飲んで酔っ払う
つもりだったわけです



もう少したったら外出しようか

というところで揺れ始める



年度末の繁忙期だったけど

とりあえず業務にはならない

会社ではいったん駐車場にみんな集ま
ったけど、部屋に戻る

電車が動かなくなったので帰宅もでき
ず。ましてや勉強会参加も不可能（勉
強会自体が中止）

とりあえず職場では物的被害は無し。



身動きとれず、電話はつながら
ない
ネット回線は生きていたのでtwitterは
できた（twitterで家族の安否を確認で
きた人もいた）

あとはテレビを見ている人も。

帰宅指令が会社からでたけど、電車が
無い中どうするか。自家用車や徒歩で
帰宅する社員もいたがとりあえず待機



ハイチの地震の時に
 OpenStreetMapや防災科研の人が協力

して被害対策の地図作りをネットで分
担してうやっていた記憶が…..



OSGeoLive DVDには
UshahidiとSAHANAという災害対策システムがあった



地震などの大きな災害では

ネットを利用した地理空間情報に関す
る災害対策の作業がとてもたくさんあ
ります。

地理空間情報に関するオープンソース
ソフトウェア（FOSS4G)の利用方法を

知っているといろいろなことができま
す。

本日はFOSS4Gの災害時利用例を紹介
させていただきます。



とか思ってたらUshahidi
サイトが18時26分に立ち上がる



いろんな人がメールで登場



帰宅できないのでUshahidi宣伝



帰宅できない人にUshahidi
参加呼びかけ



ネットで見つけた都内の避難所
情報をぼちぼち投稿していた



夜9時ごろ会社の車で乗合帰宅

あちこち渋滞



結局帰宅は深夜1時過ぎ

エレベータが動かず

 部屋の中は

 いろいろ倒れて



翌日から復旧作業



私が帰宅の車中にいるときに

Ushahidiサイトの名前が sinsai.info になったようです



3月12日ー13日

土曜、日曜で休日（会社では被災地の撮
影をしていたが）

食器の破片が散乱しているので部屋の
中で靴をはいていた

部屋片付けをやりながらOpenStreetMap
で被災地の基礎地図マッピング



OSMのアカウントはあったけど

以前GPSログをアップロードしようと
してよくわからなくて断念

ということでほとんどOSMのデータ編
集はやったことがない。

やり方は？

 QGISのOSMプラグインマニュアルの

翻訳をやったのでやり方は理解してい
るつもりだったけど…..



そういえば3月19日に

 OSMの日本法人設立記念イベントが予
定されていて

そこでQGIS OSMプラグインについ
てLTする予定だったので使ってみるも

 JOSMのほうがなんか使いやすいので

いくつかの街のデータ入力をしました

（3月19日のイベントは中止になりま
した）



このあたりは昔仕事でいったこ
とがあるので入力してみました



このあたりは40年前にちょっと
住んでいた



そうこうするうちにネット内で
地図使った動きもいろいろ
 Sinsai.infoがパワーアップ

防災科研 WMS配信 eコミプラット
フォーム

 QGISプラグインの震災向け改良

地名アルファベット化

国土地理院垂直画像の幾何補正

データ共用サーバの立ち上げ

農研機構のWMS配信

産総研 GeoGRID WMS配信



Sinsai.infoがパワーアップ

 Amazon EC2での運用

運用、開発チームの形成



防災科研eコミプラットフォーム
all311  稼働
 FOSS4Gイベントの常連 防災科研の
サイト

 WMSで多く

の地図情報

公開

（幾何補正の

成果も含む）



産総研 GEO Grid災害対策タスク
フォース
 FOSS4Gを利用。WMSの相互利用。

衛星データ

解析結果を

多数配信



地名アルファベット化

シアトル在住 今木さんよびかけ

外国人による震災マッピングに利用で
きる東北の地名がアルファベット化さ
れたものが位置つきでほしい。

今木さんは国勢調査調査区データの調
査区名をアルファベット化しようとも
くろむ。

データ加工とか手伝う



地名アルファベット化その２

国土交通省国土計画局 大字町丁目位
置参照情報の地名のアルファベット化
をもくろむ（瀬戸さん発案？）

 Magewapperさんが郵便番号データの

アルファベット表記があることを教え
てくれる。

両方のデータをPostgreSQLにロードし
て結合処理やるのを手伝う

結果をGoogleDocで公開してチェック
や補足を作業を公開



アルファベット化その２の

データを利用して応用技術さん提供の
サーバでアルファベット地名をＷＭＳ
で配信してみた。

 JOSM等で利用できる他、産総研
GeoGRIDでもリンクはられました。



国土地理院画像幾何補正

国土地理院WEBページで被災地の垂
直写真画像が順次公開されている。

画像をGISソフトウェアで利用できる

ようにすると便利であろう（画像上に
既知の座標点を複数指定、その点座標
を利用して座標変換を行うことで空間
参照情報が付与された画像を作成する
）

その結果をネットで配信するWMS（
WebMappingService)



国土地理院画像幾何補正

ドイツのボン在住 岩崎さんが呼びか
け、作業開始

 OSGeo.jpのMLで多くの作業参加者

作業にはQGISのジオレファレンスプ
ラグインを利用



幾何補正の手順

 QGISで参照する地図をロード

ジオリファレンサプラグインで画像を
ロード

画像と地図の対応点を指定（変換方法
によるが4点とか6点）

変換方法を指定して変換



QGISジオリファレンサ
プラグイン

画像と地図の対応点を入力 座標値にあわせて画像を変形して
GISで利用できるようにする



国土地理院画像配信の変化

地理院サイトがアクセス負荷に耐えら
れなくなる

某氏によるダウンロード勝手サイト（
負荷分散が目的）ができる。ここでワ
ールドファイル（画像の位置参照情報
が記述されたファイル）のダウンロー
ドも提供された

地理院サイトでもワールドファイルが
提供されるようになる



国土地理院さんが

 GISやWEBサーバで利用されることを

前提に画像データを配信してくれるよ
うになった。

これで幾何補正をしなくても（座標系
やデータ形式変換とかは必要な場合が
あるけど）国土地理院配信データを様
々なソフトウェアで利用できる。

従来の日本の「役所」っぽくない臨機
応変の対応だったと思います。



ここからうちの会社の話ですが

当初は震災情報のWEBページがあま
りにも

簡素



震災情報WEBページを作らせて
ほしいと社内で動き回る

特設サイトを作る
ための許可や根回し
が3月24日に完了。
AMAZON EC2を
使って3月29日に
サイトオープン



朝日航洋災害情報特設ページ



Amazon EC2の使い方がわからな
くて丸1日ぐらい悩む
わかればそんなにむつかしくない

慣れが必要

 1年間無料

版があるので

慣れとくと

いいかも



衛星画像と斜め写真の対応



衛星画像解析結果



WEB地図による
斜め写真撮影位置表示



オルソ画像のオーバーレイ



災害情報ファインダー
住所検索をしてみます



タブを切り替えるとその近隣の
斜め写真リストが表示されます



タブ切り替えるとその近辺に関
するWEB検索結果一覧が表示



さらにタブ切替でその近辺の動
画があればリスト表示



被災自治体にFOSS4G利用提案

被災状況の集計



調査写真をGPS位置付きで整理



電子コンパス付きデジカメを利
用すると撮影方向も記録可能



このような作業ができたのは

 FOSS4Gについての知識を持っていた
から可能でした

 FOSS4G無しにこのようなことをした
場合様々な困難があったと思います。



FOSS4G（Free and open source 
software for geospatial)

 FOSS4Gはこのようなボランティア作
業を行う場合の最強のツール

パソコンとネットワークがあれば利用
のための障壁はとても低い

商用GISソフトウェアのうちいくつか

も震災対策無償利用を表明したが、利
用方法に習熟しているかどうかが問題

多様なFOSS4Gの用途と利用方法を習
熟しておくことが必要



今回使ったツール（データ加工
系）
基本はQGIS データ表示、ジオリフ

ァレンサ、デリミテッドテキストプラ
グイン（地名参照データの読み込み）

ラスタデータの加工はGDAL（座標系

変換、ピラミッド化、陰影図作成、段
彩図作成、バーチャルラスタの作成）

 PostgreSQL/PostGIS 地名データの結
合



今回使ったツール
（データ配信）

 OpenLayers GeoExt （JavaScriptライ
ブラリ）

 GeoServer MapServer （Web地図サ
ーバ）

 TileCache（タイルキャッシュサーバ）



思ったことですが

ここ2年間QGISの日本語化作業をおこ

なってきたことがすごく力になった（
QGISの機能を熟知できている、QGIS
の日本語ガイドが作れている）

 JOSM等OSMのデータ入力が未経験で
あったことは失点

 Amazonも慣れておけばよかった



まとめ

 FOSS4Gツールは空間情報を扱う個人の能力

を拡張するツール。これを使う知識がある
ことで空間情報を扱うための様々な活動に
参加できる可能性が高まる（個人でのボラ
ンティア参加、企業内での提案）

 ネットの発達で従来考えられなかったよう
な共同作業が可能。OSSはそのような場合
の有用なツール。

 FOSS4G普及のためにOSGeo.JPを盛り上げて
ください。



ご清聴ありがとうございました


